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Abstract：As of September,2014,the following points have been discussed to look ahead trend of 
Course of Study Revision for the next term. First, it was indicated that historical process of Course 
of Study Revision, and how to proceed while taking into account the revision of current Course 
of Study. Second, from the individual considerations toward Course of Study Revision, moral 
education and English education, etc., were picked up and discussed together with future outlook. 
Third, to bring about thinking method in the light of qualification/ability to cultivate, direction of 
Course of Study Revision for the next term and trend at present stage were summarized. Finally, 
thinking method toward lesson improvement in trend of Course of Study Revision for the next term 
was discussed from the point to realize purpose of Course of Study.
Keyword：Course of Study Revision, Moral education, English education, Qualification/Ability, 
Lesson improvement
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【昭和 33 年～ 35 年改訂】  
○　教育課程の基準としての性格の明確化  
　道徳の時間の新設，基礎学力の充実，科学技術 
教育の向上等を図り，系統的な学習を重視。     























（３） 平成 20 年，21 年改訂の学習指導要領
　児童生徒の学力等の状況が，OECD の PISA 調査など
各種調査の結果から，

































































































れて審議が行われ，同年 12 月 26 日には「今後の道徳
教育の改善・充実方策について（報告）」が取りまとめ
られた。




































































































































































（平成 25 年 5 月 28 日）において小学校英語の抜本的
拡充等が次のように提言されている。







































































































は，平成 26 年 7 月 22 日の記者会見で，次のように発
言している（7）。

















































































































































































































































　こうした状況の下，文部科学省は，平成 24 年 12 月
に有識者による「育成すべき資質・能力を踏まえた教
育目標・内容と評価の在り方に関する検討会」を設置し，























































 （平成 15 年 人間力戦略研究会（内閣府））
・社会人基礎力
 （平成 18 年 社会人基礎力研究会（経済産業省））
・学士力  
　「知識，理解」「総合的な学習経験と創造的志向」
「汎用的技能」「態度・志向性」（平成 20 年 中教審
答申「学士課程教育の構築に向けて」）
　　「認知的能力」「倫理的，社会的能力」「創造力







































































































（Problem - Plan - Data - Analysis - Conclusion）が参考
になる（13）。ニュージーランドのポスターには，「Are 






























































































































































25 年６月 27 日）の資料１を参照。
（12） 文部科学省「育成すべき資質・能力を踏まえた教
育目標・内容と評価の在り方に関する検討会－論
点整理－」（平成 26 年 3 月 31 日）から。
（13） 渡辺美智子「統計教育の新しい枠組み―新しい学
習指導要領で求められているもの―」（数学教育



































（3） 中央教育審議会高大接続部会（第 18 回）（平成
26 年 8 月 22 日）の資料３から。





（6） 英語教育の在り方に関する有識者会議（第 9 回）
（平成 26 年 9 月 26 日）の資料１，２－１から。
（7） 文部科学省のホームページに記載されている，文
部科学大臣記者会見録から。





に向けて～」（平成 26 年 6 月 30 日）から。
